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アカシア探険隊
ＭＩ・2018（冬）　

～～サントリー潜入の巻～

66回　山﨑 雄嗣 氏
～サントリーワイン　　　　

　　　　　インターナショナル社長～

P r o f i l e
甲：あんたぁ、ワインは好きか？
加：私は飲まないんです。
甲：お坊さんはみんなよぉ飲むで。
加：ムスリムに改宗しましたんで、って
冗談ですが…。
甲：まぁ、何でもえぇけぇ来んさい。
◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆
ということで今回は、サントリーワイン
インターナショナル株式会社代表取締役
社長で、サントリーホールディングス株
式会社の常務執行役員でもいらっしゃる
アカシア66回の山﨑雄嗣さんに話を伺っ
てきました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
甲：本日はお忙しい中、お時間を頂戴し
ましてありがとうございます。
山：はい、よろしくお願いします。
加：まずお生まれから附属へ入られるま
でのお話をお聞かせください。
山：生まれも育ちも南区仁保で、安田小
学校から附属中学校に入学しました。
私は小学生の頃からサッカーが好きで
したが当時の附中はレベルがものすご
く高くてね。あの頃、附小出身者はサ
ッカーが上手かったから、サッカー班
に入っていてもクラスマッチでは補欠
でした。
加：え～、そうなんですか。
山：レベルの高さに驚いて私はサッカー
班でやっていけるか不安でした。好き
だったけど上手ではなかったです。転
機は高校で、野中幹夫先生のご指導で
センターバックに移って自分のプレー
スタイルが出来てきました。私は背が
高くありませんがヘディングが得意で
した。バックでも味方のコーナーキッ
クの時には攻撃参加して得点を決めた
りしたものです。
加：サッカー以外の思い出はどうですか。
山：高校までの思い出を尋ねられても、
修学旅行とか他には何も覚えていなく
て、ともかくサッカーですね。高校Ⅲ
年の時、中国大会で優勝し、勢いに乗
って県総体で優勝、全国大会に出場し
ました。インターハイ出場を決めた皆
実高校との試合は、同点で延長戦へ、
再延長で１点取られて、残り40秒とい
う時、思い切って前線まで上がって今
でいうパワープレーをしていたら、た
またま私の前にボールがきて、ゴール

を決めて引き分け再試合となりまし
た。再試合も延長・再延長となり、再
延長の後半に味方のコーナーキックで
攻撃に上がったらボールが来てヘディ
ングを決めて勝ちました。まさしく神
ってましたね。インターハイでは２回
戦を勝ち上がってベスト16に残りまし
たが、３回戦で惜しくも帝京高校に負
けてしまいました。
加：サッカー漬けだったのですね。
山：はい。教員になって一生サッカーに
携わろうかとも思っていましたが、奇
跡的に合格した慶應大学に進学してサ
ッカーを続けました。村上雅則さん（63
回）や平田洋司さん（64回）に「サッカ
ーやれ」と誘われ、慶應義塾体育会ソ
ッカー部で４年間合宿所生活をしまし
た。慶應はSOCCERを伝統的にソッ
カーと言うんです。
加：慶應大学のご専攻は何ですか。
山：法学部政治学科です。当時、一番サ
ボりやすかった所です。あまり授業を
受けなくても大丈夫でしたから、大学
時代もサッカー漬けの日々でしたね。
加：恋の話などはなかったんですか。
山：大学４年間、あまりなかったですね。
私の青春時代を返してくれと言いたい
くらいですよ…。特に４年の時は副将
だったので、使命感に燃えてサッカー
に取り組んでいました。関東大学リー
グで一部と二部を行ったり来たりして
いましたから。私の不器用な真面目さ
を、同期から「サラリーマンみたいじ
ゃのぉ～」と言われてました。今ふり
返ると、サッカーを中学、高校、大学
とやったことで、努力が成果に出るこ
とも出ないこともあるし、とことんや
る意義などを学んだと思います。
加：大学卒業後にサントリーを選んで入
られたのは何だったのですか。
山：実はここでまたアカシアの先輩から
のお誘いがありました。大学生の時、
正月の初蹴会（附属の恒例行事）などで
64回バレー班の髙上晋さんに何度かお
目にかかっていました。当時はサッカ
ー好きな人は誰でも参加していまし
た。髙上さんは早稲田大ご出身ですが、
私が大学４年の夏に「お前、サントリ
ーへ来ないか」と合宿所へ電話をくだ
さいました。サントリーの同僚の方々
との酒席に誘われて行ったら、皆さん
お酒の飲み方がプロフェッショナルだ
ったんですね。絶対に乱れることもな
く、お店の方への気遣いも丁寧で、も
の凄く楽しくて賑やかでした。それに
感動してサントリーを受けました。他
社も受けましたが、ともかく明るくて
自由闊達な雰囲気に惹かれ、私もプロ
フェッショナルにお酒が飲めるように
なりたいし、髙上さんへのあこがれも
あって決めました。髙上さんは「何と
なく山﨑はサントリーに合うんじゃな

いかと直感した」ということで声を掛
けてくださったようです。

加：不思議なものですね。
山：そうですね。入社して初台（東京都
渋谷区）の独身寮に入ったとき、寮母
さんが髙上さんの隣の部屋にしてくれ
ました。おかげで３年ほど遊びも飲み
も一緒に連れて行ってもらいました。
私が後に仙台に転勤した時、髙上さん
が仕事でよく支店にも来られて、仙台
支店の女性を紹介され、彼女に「山﨑
のことをよろしく頼むよ」と強く押し
てくださって、付き合いを始めた相手
が、実は私の妻なんです。

加：道が用意されていた感じですね。
山：もう全部が繋がってますよ。本当に
アカシア会の先輩方のおかげですね。

加：お仕事の中身についてもお聞かせく
ださい。

山：多岐にわたる仕事に携わってきた中
でも特筆すべきは1987年に赴任したレ
ストランサントリー・ロンドン店の総
支配人です。席数は120席、従業員が
50人もいて日本人と現地の人がいまし
た。あの時は30才でしたね。

加：どんなお店ですか。
山：鉄板焼き、しゃぶしゃぶ、お寿司な
どを出す日本食のお店です。日本食レ
ストランでミシュランの一つ星評価を
受けた最初のお店です。私が赴任した
時は一つ星２年目で、赴任中３年半は
星を守るのに必死でした。

加：また使命感ですね。
山：当時ロンドンの中に一つ星が11店、
二つ星が３店、三つ星が１～２店でし
たからベスト15だった訳です。他は総
てフレンチ系でしたから、星を守るだ
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1980年 慶應義塾大学卒業、サントリー㈱
　　　 （現・サントリーホールディングス）入社
入社以来、マーケティング、営業、海外
レストラン、食品事業、医薬事業、経営
企画などを経て、
2009年 サントリーホールディングス㈱
 執行役員　経営企画部長
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けでなく日本食を広める役目もありま
した。星がついたお店のシェフが日本
食の勉強に来られたことも良い思い出
です。
甲：ビールとウィスキーの本場ですが、
お酒の戦略は何かあったのですか。
山：お酒ではなくサントリーという名前
を世界に広めるための出店です。利益よ
り、一流のモノを作って一流の食文化を
世界に広める文化づくりにも貢献してい
る事を示すためでした。お店で一番飲ま
れていたのはワインで、欧州のワインを
中心に120種類ほど扱っていました。こ
の時期に私はワインを覚えました。
加：今はロンドンにはもう無いんですね。
山：サントリーの知名度が上がり、ウィ
スキーが認められるようになり、出店
の役割が変わりました。サントリーの
社員にとっては、英語、会計、マネー
ジメント、人事などの勉強や研修の場
でもありましたけどね。
加：会社が育てたい人を派遣していたの
ですか。
山：というより、やる気がある人を社内
公募していましたので、自分で手をあ
げました。苦しいけど良い時代でした。
あのロンドンでの経験がなければ今の
自分はないですね。日本に帰ってから
医薬、経営企画、食品などに携わらせ
てもらい、今はワインの社長です。
甲：サントリーではお客様を第一に考え
ると言われていますが、他社と比べて
具体的にどう違うのですか。
山：徹底度合いです。永年、お客様の立
場に立って物事を考えるということを
してきたからこそ、文化として根付い
ています。また、オーナー企業だから
でしょうか、オーナーの下では社員み
んな平等という雰囲気があります。
加：派閥がないんですか。
山：ありません。だから失敗してもいい
から「やってみなはれ」なんです。官
僚的な手続き主義は排除せよ、と常に
言われています。
加：ワイン造りにAIは導入されますか。
山：ブドウ栽培には気象データ解析など
AIも活用しますが、醸造には特に使
っていません。ワインを造る時には一
切熱を加えないし水も加えません。だ
からブドウ自体の味の違いがそのまま

ワインの味の違いになると単純に考え
てください。例えばボルドーでAOC
という原産地認証を得るには、人間が
ブドウに一滴も水を与えてはいけない
んです。土を掘り起こすのは構いませ
んが、外から土や石を持ち込むことも
許されません。何もかも自然任せでブ
ドウを作ります。一方、アメリカやオ
ーストラリア、チリなどはコンピュー
ター管理で潅水しないと木が枯れてし
まうから作れないんです。

加：元々の条件が違うんですね。
山：40年ほど前に「パリスの審判」とい
うことがあって、フランスの超一流ワ
インとアメリカのワインを目隠しして
試飲したら、アメリカが勝って評判に
なりました。しかし、完全管理で造っ
ているアメリカワインが物理的品質は
良くても、すべて自然のまま造ってい
るフランスワインを、ラベルを見なが
ら知覚品質を愉しむというのは別次元
である、という話もあります。

加：どちらを飲みたいかは、背景にある
文化や歴史に敬意を払うか、にもよる
のですね。今ワインが好きではまる人
が増えていますね。

山：はい。ワインは多様性があるので、
勉強した分だけ面白くなってはまる人
もいらっしゃるでしょう。しかし、余
りにも品種が多すぎて何を選んだらい
いのか迷ってしまうお客様も多いで
す。そうでなくても今の日本人は選ぶ
のが面倒という人が増えてセレクトシ
ョップが幅を利かせています。だから
我々は多様性を見せながらも選びやす
いツールのようなものを示していく必
要があると思っています。

加：最初の入り口を作る訳ですね。
山：そうです。そこで興味を持った人が
少しずつ幅を広げて多様化していくと
いう流れが必要でしょう。フランス、
チリ、アメリカなどではスーパーでも
ブドウ品種によってワインの棚が仕分
けられて並んでいます。でも日本では、
国ごとに、赤と白と並んでいるだけで
す。今後お客様に時間をかけて理解を
深めて頂いて、もっとワイン文化が進
化していけば、品種ごとに並ぶように
なると思います。

加：私はメルローがいいと選ぶとか。

山：そうですね、そうなるように我々も
頑張ります。話は変わりますが、私は
３年前から東京アカシア会の副会長と
して「アカシア・チャネル」のお世話
をしています。現役大学生への就職活
動支援で、各業種の先輩方と大学生が
二時間ほど軽食をとりながら様々な話
をしてネットワークを作る集まりで
す。例年12月開催です。最近は地元志
向の学生も増えていて、広島の先輩を
紹介することもあります。大学生には
もっと積極的にアカシアの先輩と繋が
りを持って欲しいです。

甲：在校生にもメッセージをください。
山：若いうちは自分の幅とか範囲を決め
ず、色々なことに挑戦してください。
まさに「やってみなはれ」の精神で。
失敗しても構わないから、何でも積極
的に挑んで欲しいです。その上で「こ
れだ」と一つ決めたら、徹底的に踏み
込んでやることです。そうしないと物
事の本質が見えてきません。加えて、
相手の立場に立って物事を考えること
も大事にしてもらいたいです。

甲：アカシアの皆さまにもどうぞ。
山：宣伝になりますが、サントリー商品
への一層のご愛顧をお願いしたいし、
サントリーの自販機を設置してもらえ
たらありがたいですね…。

甲：今日はどうもお忙しい中をありがと
うございました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
甲：牡蛎に合うワインは何じゃったっけ。
加：フランス人はシャブリよりもミュス
カデのようにもっとフルーティーなワ
インとか、ムルソーのように甘みが少
し感じられるような辛口のワインを合
わせたりするそうですよ。

甲：今度試してみんといけんのぉ。
加：牡蛎だけご相伴させてください！

編集　加用雅信（80回）
文責　甲斐　稔（63回）

左から加用雅信（80）、甲斐稔（63）、山﨑雄嗣（66）、隂山秀明（63）

同愛会病院（江戸川区）副院長
医学博士　中谷　宏（64回）
（昭和61年頃国立がん研究センターに於いて癌遺伝子のクローニングに成功した。）
中谷　民枝（61回）・家庭科　広島市立中学校勤続40年

中谷　武夫（66回）　還暦
〔専門〕人生地理学　〔ニックネーム〕トトロ
〔好きな言葉〕冬は必ず春となる。（日蓮御書）　Winter always turns to spring.
〔職歴〕
①広島電機大学附属高等学校
②広島県立広島国泰寺高等学校（平成3年度全日制普通科教育活動実践記録編集委員）
③広島県立広島養護学校（肢体不自由児特別支援）
④広島県立佐伯高等学校（平成16年，17年度広島県高等学校地理歴史科・
　公民科研究紀要拙稿）（同上広島県立佐伯高等学校研究紀要拙稿）
⑤広島県立西高等学校（通信制課程）

中谷　雄治（海軍兵学校76期・江田島） 卆寿
広島文理科大学理学部物理物性（藤原武夫研究室）
山口県立高校（9年）、本校物理教官（26年）
日本科学教育学会・日本物理学会・日本教科教育学会等拙稿
「理科教育病理・病理的理科教育」提唱者（日本科学教育学会）

中谷　覚（豊葦会） 国泰寺中・城北高校・修大（商）

父や姉貴のように立派な教師に成りたかったが、私にとって教職の道は、
高く険しい道のりであった。


